
　

こ
の
数
年
、
贅
沢
な
キ
ャ
ン
プ
＝
グ
ラ

ン
ピ
ン
グ
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

キ
ャ
ン
プ
ほ
ど
大
自
然
の
中
で
は
な
く
て

も
体
験
で
き
る
、
家
に
連
続
し
た
屋
外
空

間
で
食
事
す
る
こ
と
の
気
持
ち
良
さ
、
豊

か
さ
へ
の
関
心
が
さ
ら
に
高
ま
っ
て
い
る

の
も
確
か
で
す
。

　

モ
ダ
ン
リ
ビ
ン
グ
で
は
こ
れ
ま
で
「
過

ご
す
庭
」「
庭
を
リ
ビ
ン
グ
に
」
と
い
っ

た
テ
ー
マ
を
通
じ
て
、屋
外
で
過
ご
す
喜

び
を
満
た
す
空
間
づ
く
り
に
つ
い
て
取

り
上
げ
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、キ
ッ
チ

ン
機
能
を
庭
や
テ
ラ
ス
に
設
け
て
、料
理

ま
で
一
貫
し
て
外
で
完
結
で
き
る
実
例

を
こ
れ
ま
で
探
し
て
き
ま
し
た
が
、
あ
ま

り
多
く
な
い
の
も
事
実
で
す
。
屋
外
で
食

事
を
す
る
場
合
、
キ
ッ
チ
ン
が
室
内
に
あ

る
と
、
料
理
の
作
り
手
と
食
べ
る
人
が
分

断
し
が
ち
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

希
薄
に
な
り
、
結
局
テ
ラ
ス
に
出
る
の
が

億
劫
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
点
、
火
元
や
水
回
り
を
備
え
た
キ

ッ
チ
ン
が
屋
外
に
あ
れ
ば
、
調
理
し
て
食

べ
る
、
片
付
け
る
と
い
う
一
連
の
流
れ
が

屋
外
で
完
結
で
き
、
作
り
手
と
食
べ
る
人

を
分
断
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。ま
た
、

食
器
類
や
ド
リ
ン
ク
か
ら
、
ク
ッ
シ
ョ
ン

な
ど
を
収
納
す
る
機
能
が
あ
れ
ば
、
屋
外

で
す
べ
て
済
ま
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

キ
ッ
チ
ン
を
外
に
設
け
る
こ
と
に
は
、

多
少
の
ハ
ー
ド
ル
も
あ
り
ま
す
。
家
具
の

よ
う
に
持
ち
出
せ
な
い
こ
と
も
あ
り
、
最

初
か
ら
ア
ウ
ト
ド
ア
キ
ッ
チ
ン
＆
ダ
イ
ニ

ン
グ
を
想
定
し
て
プ
ラ
ニ
ン
グ
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
。
ま
た
、
写
真
の
ト
ス
カ
ー

ナ
の
家
の
よ
う
に
、
屋
外
用
の
ロ
ー
ル
ス

ク
リ
ー
ン
を
設
け
る
な
ど
、
特
に
火
元
に

対
す
る
防
水
へ
の
配
慮
が
不
可
欠
で
す
。

　

電
源
を
設
け
た
造
作
の
カ
ウ
ン
タ
ー
を

キ
ッ
チ
ン
と
し
て
活
用
し
た
り
、室
内
の
メ

イ
ン
の
キ
ッ
チ
ン
と
大
き
な
開
口
部
を
介

し
て
機
能
さ
せ
た
り
、屋
外
に
L
D
K
の
機

能
を
本
格
的
に
持
ち
出
し
た
り
─
─
。
建

築
家
の
プ
ラ
ン
に
よ
っ
て
、“
ア
ウ
ト
ド
ア

キ
ッ
チ
ン
”
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
さ
ま
ざ

ま
。
今
回
紹
介
す
る
５
つ
の
ス
タ
イ
ル
に

は
、
屋
外
で
の
食
事
を
何
倍
も
楽
し
く
さ

せ
る
工
夫
が
詰
ま
っ
て
い
ま
す
。

調
理
し
て
、食
べ
て
、片
付
け
る
と
い
っ
た
一
連
の
動
き
が
、
屋
外
で
完
結

壁面収納型
p.128

完全屋外型
p.130

軒下活用型
p.132

＋カウンター型
p.134

内外一体型
p.136

撮影／Monica Spezia（p.126〜129）、
下村康典（p.130〜131）、 傍島利浩（p.132〜133）、
山本育憲（p.134〜135）、梶原敏英（p.136〜137）

p.128以降に掲載している平面図は、それぞれ
アウトドアキッチンのあるフロア、エリアの一部を抜き出したものです。

奥からシンク、調理台、グリルとなっていて、2人でも作業がしやすいキッチンをプー
ルサイドに設けて、おもてなしの料理を。イタリア・トスカーナの家（p.128）から。

 火元、水回りに工夫を凝らして

 アウトドアキッチンをつくろう
テラスにダイニングテーブルを置いて食事することは、一般的になりました。
そこにキッチンがあれば、準備する、片付けるといった機能が高まり、
屋外での食事のシーンが大きく変わります。そんなコンセプトでつくられた
 “アウトドアキッチン”で、これからの暮らしをより豊かに ！
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倉庫

機材室

デッキテラス

←
プ
ー
ル

ユーティリティ

キッチン

ダ
イ
ニ
ン
グ

0 1 3m N

 
 イタリア・トスカーナの家
□ 設計／b-arch
   アレッサンドロ・カペラッロ＋
 サブリーナ・ビニャミ　
□ 敷地面積／８７00.00㎡
□ 延床面積／530.00㎡
□ 家族構成／二世帯

撮影／Monica Spezia（ML233号掲載）

1 全長4mもある大きなテーブルを囲む、パーゴラのある
テラスダイニング。建物の側面に、コンパクトなキッチ
ンが見える。ダイニングエリアを挟む板張りの箱は、右
側がユーティリティで、左側が倉庫に。2 幅６×全長
16mのプールは冬でも泳げるように温水システムを完備。
3 テラス、プールの向こう、敷地の外周にはぐるりと生
垣が植樹されていて、子供たちが遊んでいても目が届く。

 スクリーンを開ければキッチン、
 プールサイドに本格的な食空間が出現

壁 面 収 納 型
 ロールスクリーンを
 下げれば壁面に

 仕込んだダウンライトで
 夕方のパーティー対策

ガスを引くのが
大変なので、
中にガスボンベを収納

末には親戚や友人を呼んで、プールサイ
ドで食事とワイン、会話を楽しむ──そ

んな習慣を可能にしたプールサイドキッチンが
ある。イタリア・トスカーナの高級別荘地とし
ても名高いエリア。そこで18世紀に建てられ
た農家をリノベーションした二世帯住宅。建て
主はそれぞれに子供のいる家庭を持つ若い姉妹
だ。生活のリズムもインテリアの趣向も違うた
め、2世帯のプライベート空間を分けつつ、彼
女たちのライフスタイルを象徴するような、共
有できる空間も欲しい──そんな希望に応えた
のが、庭に設けた「外の食卓」だった。
　広大な庭の中央に、各世帯の居住スペース２
棟が隣接した母屋があり、そのメイン棟のすぐ
横に、離れのようなプールサイドテラスをつく
った。パーゴラやタイルによってダイニングを
設え、コンパクトなキッチンも併設。キッチン
は水場だけでなく、調理台、グリル（火元）や
電源も備えていて、食材を持ち出せばそこで簡
単な調理やBBQができる。キッチンの上部に
は照明も仕込まれていて、夜でも手元が見えや
すい。2人でも作業しやすい設計。ロールスク
リーンで全体を閉じることも可能で、雨の日は
降ろしておけば濡れる心配がない。
 「人を招いて集まることが日常の私たちにとっ
て、“外の食卓”に小さくてもキッチンをつく
ったのはとても便利で、大正解でした」と姉の
クラウディアさんは言う。この空間があること
で2世帯の絆がより深まったようだ。

ロールスクリーンを開けるとキッチン
が登場。キッチンとテーブルにパト
リシア・ウルキオラがデザインした
イタリアのMutina社のタイルを使用。

1

2

3
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キッチン

ダイニング

ソファコーナー

テラス

リ
ビ
ン
グ

0 1 3m N

 
 Ｋ邸
□ 庭園設計 ＆ キッチン製作／
 GREEN SPACE　紅林 豊
□ 敷地面積／120.00㎡
□ 延床面積／109.00㎡
□ 家族構成／4名

撮影／下村康典（ML195号掲載） キッチンカウンターは
 スライドして広く使える

ふた付きの
バーベキューグリルは
防水対応

キッチンの面材は
自然石とステンレス。
水に強く、耐久性が高い

 造り付けカウンターにバーベキューグリル
すべてに防水仕様を徹底

完 全 屋 外 型

1 テラスの床は明るい色調の大判のタイルをずらして敷く
ことで、視覚的に明るく広々と感じられるようにしている。 
2 ガスコンロが２口、シンクと隣り合わせて配し、機能的
に。 3 テラスにあるプランターには、季節ごとにハーブ
を植え替え、収穫した野菜を料理して、ホームパーティー
に訪れたゲストにふるまうこともある。長手方向の壁面の
目線の高さにプランターを配し、植物の帯をつくっている。

内の郊外にある戸建て住宅の2階にあ
り、LDKに隣接しているテラス。ここは、

ほとんど使われていなかった駐車場の2階のバ
ルコニーをリノベーションして生まれた空間
だ。部屋としての快適性をテラスに求め、室内
と同じ機能を備えることで、「屋外のLDK」が
実現した。
　ダイニングを空間の中央に配し、日差しが入
る南側をリビング、北側をキッチンとした。テラ
ス自体は、縦６×横２．７ｍほどのコンパクトな空
間ながら、円形のダイニングテーブルのため、
動線はスムーズに。ダイニングテーブルは、こ
のリノベーションを手掛けたGREEN SPACE
の紅林 豊さんのオリジナルデザイン。天板は
メンテナンスしやすい御影石を使用、円形の部
分は２重になっていて、下の1枚はスライド式。
広げると、テーブルの面積が約2倍になり、大
人数のパーティーにも対応できる。
　キッチンは、室内のLDKと面する壁面カウ
ンターに組み込まれたスマートなデザイン。さ
びずに耐久性が強い建材が屋外使用に求められ
るため、面材は自然石とし、フレームはステン
レスで構成。また、カウンターの下部に、ガス
燃料（プロパンガス）を収納できるようにした。
ガス燃料のハイカロリーグリルは、炭火と違い、
火をおこしたり、後始末をしたりする手間が省
ける。水回りと共に、器などの収納ができるキ
ッチンは室内とは完全に独立して使える。まさ
に完全屋外型のアウトドアキッチンだ。

キッチンの上の軒にはスポットライトを配し、
夕方からの食事準備にも対応。キッチンには
７㎝のキャスターを付け、水はけを良くした。

1

2

3

2F
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玄
関

玄関

ＬＤＫ

主寝室

個室群

中庭

リビング

ダ
イ
ニ
ン
グ

テラスDK

キ
ッ
チ
ン

0 1 3m

N

	
	 YU	Residence
□	設計／松山建築設計室　
	 松山将勝＋野崎泰一
□	敷地面積／1342.68㎡
□	延床面積／432.36㎡
□	家族構成／
	 夫婦＋子供3人＋祖父

撮影／傍島利浩（ML232号掲載）

	キッチンには水回りと
ガスコンロを完備

軒の深さは4.8m。
十分に雨を
しのげるサイズ

	キッチンの足元に
	電源を設けて
	さらに使いやすく

	雨の届かない奥側にガスコンロ
	いわば、窓のないダイニングキッチン

軒 下 活 用 型

1 中庭を介して、反対側の廊下の様子をうかがえる。いずれの方向
からも視線が中庭に抜けるプランに。2  中庭も松山さんがデザイ
ン。四季の移り変わりを屋内にいながら感じられる。3  キッチン
に向かって左側にシンク、右側にガスコンロを配した。独立した食
空間として、朝昼晩、さまざまなシーンで使うことができる。4	中
庭から写真奥の半屋外のダイニングキッチンと、大開口でひと続
きになるリビング。屋根を支えるために必要な柱を極力細くし、
サッシと重ねてさらに黒く塗装することで存在感を軽減している。

根の架かった、半屋外のダイニングキッ
チンは、軒を4.8ｍと深く設けることで、

壁にアートを掛けて室内のように演出ができ
る。ここは中庭の一角。中庭を囲むように空間
をロの字形に配した平屋の設計を手掛けたの
は、建築家の松山将勝さんだ。
　場所は福岡市近郊の住宅街。大きなコンクリ
ートの箱の中に、プライバシー保護という要望
に応え、“閉じていながら開放的で変化に富ん
だ内部空間をつくること”を設計の主軸とした。
「ほとんどの部屋から中庭に視線が抜けるよう、
ロの字の長手にリビングを、短手にダイニング
とキッチンを置きました。そうすることで、家
族が互いの気配を感じながら場所ごとに異なる
中庭の雰囲気を味わえます」と松山さん。

　リビングの隣、南側には、半屋外のダイニン
グキッチン。リビングと同じ床材と壁材を使う
ことで、内外の一体感を強調。松山さんは、床
だけでなくリビングの壁にもタイルを張り、間
接照明で部分的に素材感を強調した。「大規模
なロの字形の平屋では壁がより際立ちます。壁
が住み手の個性の表現である家具やアートの背
景になりつつ、インテリアの要素として程よく
主張するようにしました」。
　半屋外のダイニングキッチンはガスコンロを
完備しているので、そこで料理好きの祖父が調
理をし、子世帯と共に食事を楽しむ。ここが二
世帯の良好なコミュニケーションの場にもなっ
ている。LDKに隣接しながらひとつの部屋の
ように独立性の高い、半屋外の食事空間だ。

1

2

3

4

1F
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リビング

テラス

子供の
アトリエ

ダイニング
キッチンEV

テ
ラ
ス

0 1 3m N

	カウンターを
	1カ所作れば、
	そこがワークトップに

	
	 3つのコートのある家
□	設計／K＋Sアーキテクツ　
	 佐藤	文＋鹿嶌信哉
□	敷地面積／295.97㎡
□	延床面積／361.04㎡
□	家族構成／夫婦＋子供2人

撮影／山本育憲（ML228号掲載）

	高い壁には
	カウンターを設置し、
	手元を照らす照明付き

	カウンター下に
	電源を配し、
	火元は外付けで利用

	水回りと電源、カウンターがあれば、
	そこが調理空間に

＋ カ ウ ン タ ー 型

さ約５×６ｍのウッドデッキのテラス。2
階の南側で日当たりが良く、空へと視線

の抜ける場所に位置しているのが、「3つのコー
トのある家」の“庭部屋”。子供のアトリエ、
ＬＤＫからアプローチでき、住まいの中心に配
置されている部屋だ。ただ、リビングとはあえ
てコーナーで部分的につなぎ、子供のアトリエ
と床のレベル差を設けているので、内外の行き
来はスムーズでありながらつながりすぎること
がなく、テラスで過ごしていると、この庭がひ
とつの部屋に感じられる。
	“庭部屋”には、中央にパラソル付きのモダンな
ダイニングセットがあり、壁際には本格的な
BBQセットが設置されている。住み手のＩさん
はここで家族やゲストと共にブランチをしたり、

ティータイムを楽しむ。2人の子供たちにとって
も広い“庭部屋”は格好の遊び場でもある。「テ
ラスでの食事の準備や後片付けのために水場を
設けることは、設計当初から必須の要望でした」
と住み手のＩさん。この住まいを手掛けた建築
家の佐藤	文さんと鹿嶌信哉さんは、Ｉさんが作
業しやすいように、壁沿いにシンク付きのコン
クリートのカウンターを設けた。水場があるの
でプランターの水やりや植え替えもストレスに
ならない。火を使う調理は卓上コンロでできる。
	“庭部屋”以外にも外部空間を随所に設けたのも、
この家の特徴。ほぼすべての部屋が外部に接し、
庭に向かって大開口が設けられている。こうし
て内外をひと続きにすることで、住まい全体を
豊かにする“生きた庭”を造っている。

1 カウンターの上には食材や調理道具だ
けでなく、植物を飾ることもある		2 テ
ラスとひと続きになった子供のアトリ
エ。内外の床のレベル差を利用して、ベ
ンチを兼ねた階段が設けられている。	3 
子供のアトリエ側から“庭部屋”を見
ると、右方向、リビングの奥まで視線が
抜ける。4	エレベーターホールとリビン
グから見たテラス。Ｌ字型の開口を開け
放つと内外がひと続きに。カウンターに
は火元はないが、その下の電源を使って
卓上コンロなど火元を増設することがで
きる。壁には手元を照らす照明がつく。

1

2

3

42F
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キッチン

ダイニング

テラス

リビング

0 1 3m N

	
	 下北沢の家
□	設計／井上洋介建築研究所　
	 井上洋介＋渡邊裕香
□	キッチン製作／松本家具製作所
□	敷地面積／162.36㎡
□	延床面積／297.92㎡
□	家族構成／夫婦＋子供3人

撮影／梶原敏英（ML241号掲載）

	ドリンクカウンターだけ
外に。屋内キッチンと
	有機的につながる

	キッチンの収納には、
ドリンク専用の
冷蔵庫を設置

	LDKとテラスの
	中継地点になる
	ドリンクカウンター

	屋内のキッチンの窓を開けると、
	外のドリンクカウンターにひと続き

内 外 一 体 型

1 ダイニングキッチンからテラスを望む。
「夜、テラスで過ごしていると、ダイニング
の明かりが浮かび上がりドラマチックです
よ」と住み手のKさん。	2 リビングには、
世界各国で買い集めたプリミティブな雑貨
がコーディネートされ、コンクリート、鉄、
木といった異素材ミックスの空間になじむ。

室内ではなく、テラス側にドリンクカウンタ
ーがあることで、キッチン、ダイニングと外
部とのつながりが深まり、動線もスムーズに。

内の住宅密集地にある敷地は49坪。こ
こで住み手が望んだのは「テラスで食事

を楽しめ、自然を感じられる家」だ。建築家の
井上洋介さんは、コンクリートと鉄、木といっ
た異素材をミックスさせることで、住み手が望
んだ「100年たっても色あせない家」という
リクエストに応え、住宅地にありながら自然を
感じつつ、屋外での食事を楽しめる工夫を各所
に込めた。
　子供が3人いることから将来の二世帯を想定
し、この家はRC造地下2階＋混構造2階の計４
層のプランとなった。地下１階の玄関を起点に、
階下はゲストルーム、光に導かれて階段を上が
ると、１階にテラスと一体のLDKが登場する。
　ダイニングとキッチン、テラスの床はブラッ

クスレートで統一させ、建物の窓を開け放てば、
内と外が一体になる。テラスに設えたコンクリ
ートのベンチに腰掛けて、食後のコーヒーをい
ただくシーンも想定してつくられた。
　天気が良いときには、食の場そのものがテラ
スへと広がる。キッチンの窓を開けると、軒下
に設けたドリンクカウンターとひと続きに。窓
越しに料理をサーブできるだけでなく、カウン
ターの下には冷蔵庫が収納されているため、冷
たい飲み物をそのままテラスで提供できる。ド
リンクカウンターにはシンクもあり、洗い物も
テラスで済ませることができる。ダイニングキ
ッチンに設けられた大開口を通じてテラスと一
体になる──ひとつの食空間として使えるよう
に考えられたプランだ。

左手にドリンクカウンター。内外で床材を統一させ、テラスがリビングへとつながるプラン。
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